
（別紙３）

～ 令和6年　12月　30日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和6年　12月　30日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

グループ内に所属している専門職員による支援の助言を参考
に療育や支援の方法を取り入れていく。

2

卒業後の進路に向けた交流も行っていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

安全面を第一に考え、マットやパーテーション等でクールダ
ウンができるスペースを確保する。

2

保護者会の定期的な開催や通信・活動記録の発行回数を増や
していきたい。

3

ご利用者様の生活自立に向けての療育・支援。 ご利用者様の特性や強みを活かして楽しみながらできる日々
の活動を提供している。

ご利用者様のコミュニティを広げる支援。 大きな会社だからこそできる事業所間交流で、系列の事業所
の同年代のご利用者様との交流。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

個別の部屋がない。 ご利用者様のパニックや癇癪時にクールダウンができるス
ペースの確保

保護者に向けたアピール。 満足度は高いが、行っている支援について保護者への情報共
有、周知が足りていない。

令和6年　12月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　1月　10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アプリ児童デイサービス北習志野

○保護者評価実施期間 令和6年　12月　4日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


